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新城門プロジェクト①
２０１７・１１・８

新モンゴル高校数学科 海城中高数学科

本日の進行

①開講の辞（15：50～16：00）

柴田澄雄・海城中高校長

P．ナランバヤル・新モンゴル高校校長

（パリご出張中のためVTRにて）

②本講座スタッフの紹介と概要説明（16：00～05）

③授業（16：05～17：20終了予定） 内容：数と式
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【１】

（１）

（誤答）

両辺を で割ると

（Q) 間違いを指摘せよ。

24
xx 

1
2
x2

x

xx  １,1

0)1)(1(1
2

 xxx

両辺を変数で割るのは

怖い！

☞ 不等式の基本は

差をとることがスタート！！

0)1)(1(
224

 xxxxx

xxx ≦≦　 1,0,1 
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（２）～（４）は授業で解答します

（２）

（３）

（４）

   0)2()1(12
5432
 xxxxx
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2
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3
x

x





0
)2)(2(

)1()1(
2






xx

xxx

答

（２）

（３）

（４）

☞（４）は「 を解け」ならば答は

20,1,2 ≦≦≦ xxx 

10,23 ≦≦≦ xx 

xxx  21,1,2 ≦≦

0
)2)(2(

)1()1(
2

≦




xx

xxx

21,0,12  xxx ≦≦
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【２】

（１）

左辺ー右辺

■

)1)(1(

)1()1(

1







ab

bba

baab

（２）

左辺ー右辺

■

)1)(1(

)1()1(





abc

bcbca
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（３）☞前問の結果を利用できないかを考える！

（２）の不等式の両辺に（ ）を足すと，

を得る。

∴

を得る。

12  bcaabc

cbabca  1

すなわち，

を示せばよいが，

これは（１）で示した不等式と同じである。■

cbbc 1
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【３】

これから正答と誤答を１つ
ずつ提示します。

誤答の場合，どこが誤りの
原因なのでしょうか？

まずは誤答から
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なので

∴相加平均・相乗平均の不等式より

これらを辺々かけあわせると，

0,0  ba

b
a

b
a

1
2

1


b
a

b
a


4

2
4

0
4

,0
1


ab

となる。

∴求める最小値は８である。

☞どこが誤答の原因ですか？

8
4

4
41




















a

b

b

a
b

ab
a
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理由

の等号成立条件は

の等号成立条件は

なので，これらは“同時に成り立たない”から。

b
a

b
a

1
2

1


b
a

1


b
a

b
a


4

2
4

b
a


4

では正解を
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与式

ここで， なので

5
4

144





ab
ab

b
bab

ab
a

a

0,0  ba 0
4

,0 
ab

ab

∴ 相加平均・相乗平均の不等式より，

となり，等号は のとき成り立つ。

∴ 与式

∴ 求める最小値は９である。

4
4

2
4


ab

ab
ab

ab

954 

2ab
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§２【４】 方針：背理法で示す

のすべてが実数解をもたないとする。

このとき，判別式のすべてが負なので，

02

,02

,02

2

2

2







baxcx

acxbx

cbxax

となる。

これらの辺々の和をとると，

0
222

 cabcabcba















0

0

0

2

2

2

bca

abc

cab
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となる。ところが，

  

  0)
4

3

2
(

)()(
2

1

2

2

222

222








 






cb
cb

a

accbba

cabcabcba

なので矛盾が生じる。

したがって，題意は証明さ
れた。

■


